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1 ．は じめ に

　瀬戸内地方に は 、花崗岩 が母 材 の 灰 色低地 土 が 多く、腐植が少 な く、保水性が 劣るた め 、

乾燥が続 く と大豆 は干 ばつ 害 が発生 しやすい 。 土壌の 腐植 を増加 させ 、干 ぱ っ 害 を軽減 す

る に は 不耕起栽培 に よ る腐植物の 分解抑制が 望ま しい が 、 不 耕起播種 専用機 械が 必 要で あ

り、 コ ス ト面で本栽培法の 導入 が難 し い 原 因 とな っ て い る。筆者は 、本県に 多数 導入 され

て い る麦用 ドリル シ
ーダを利用 して 、裸麦跡に 大 豆 を 浅耕密播 し 、無 中耕 ・無培土 で 栽培

す る こ とに よ り 、 土壌有機物の 増加 を 図 り、施肥 ・潅水技術 と組み 合わせ る こ とで 、大豆

の 省力的な高 品質安定栽培技術 を開発 し た 。

2 ．浅耕密播栽培技術 の 概 要

　播種方法は 、 ロ ータ リ付 き トラ ク タに麦用 ドリル シ ーダを装着 し、耕深 5cm で 耕起同

時播種す る。条間 は 30cm 、播種量 は 董Oa 当 た り 10kg 程度を密播す る 。 栽植密度 は約 30

本1  で あ る 。 麦跡 の 明 渠 を 3m 間隔 で 再利 用 し、中耕培 土は 実施 しな い
。 収穫 は 大豆 コ

ン バ イ ン を使用 す る。

　 1 ）播種適期

　　　品種 タ マ ホ マ レ 、フ ク ユ タカ ともに浅耕密播栽培で は 主茎長 がや や 長 く、 1 本当た

　　り分枝数 ・莢数は減少す るが、  当た り莢数は慣行栽培 （条間 75cm 、播種量 5kgl10a、

　　中耕培土 2 回 ）以上 とな っ た。倒伏 は 、 浅 耕密播栽培で 多くなるが 、 7 月下旬以 降 の

　　遅播 きで 抑制で き る 。 両 品種 と も浅耕密播栽培で 、慣行栽培 より遅 めの 播種時期 で も

　　収量の 低下 は み られ な か っ た 。 タ マ ホ マ レ は 遅播 きで 小粒化及び粗蛋 白含有率 の 低下

　　がみ られ る もの の 、品質 は慣行栽培 と同 等で あ っ た 。 フ ク ユ タ カ の 品質 も慣行栽培 と

　　同等 で あ り、浅耕密 播培 へ の 適応性 が認 め られ た （図 1 、図 2 ）。県下平 坦 部 にお け

　　る慣行栽培 の 播種晩限 は 、タ マ ホ マ レ が 7 月上旬、フ ク ユ タカ が 7 月 中旬 であ るが 、

　　浅耕密播栽培 で は 、両品種 とも 7 月下 旬 まで あ り、本栽培法 の 播種 適期は 、タ マ ホ マ

　　レ が 6 月 上旬 〜 7 月 下 旬 、 フ ク ユ タカ が 6 月下旬〜 7 月 下旬で ある 。

　 2）播種量

　　　浅耕密 播栽培 におい て 、両 品種 ともに播種量が 多い ほ ど主茎長がやや長 く、 1 本 当

　　た り分枝 数 ・莢数は 減少す る が、   当た り莢数 は タ マ ホ マ レ で 差が な く 、
フ ク ユ タ カ
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で 増加 した。両品種 ともに 、浅耕密播栽培 に お い て 、 5 〜 125kg 〆10a の 播 種量 で 収量

の 変動 はみ られ ず 、慣 行栽培 以上 で あ り、品 質 は慣行栽培 と同等 で あ っ た （図 3 ）。

播種量 は 75 〜 10k9〆10aが適当 と考 え られ る。

3）施肥量

　 基 肥 NO 〜 6kg ／lOa の 範 囲で は、7 月 播 きで 、 収 量
・
品 質の 差は み られ なか っ た （図

　4 ）。生 育初期 （5 葉期 ）の 根粒数 は 基肥 量が多い ほ ど少 ない が 、開花期 頃に は 回復

　し、基 肥量 の 違 い に よ る根 粒数 の 差 は 少 な くな っ た 。 ま た 、遅播 きで の 開花期 追肥

　 （N3kgt10a）の 増収効果 も認 め られ なか っ た 。 施肥量は 、 慣行 栽培 と同様に基肥 だけ

の N3kg ！10a施 用 で よ い
。

4 ）雑草対策

　　本栽培 法で は 、 麦収穫か ら大豆播種ま で の 期間が長 く、また浅耕の ため麦跡雑草の

　防除が 問題 とな る 。 非選 択性 の ビ ア ラボ ス 液剤 は そ れ ら雑 草に 除草効果 が高 く、播種

　18 日前に ビ ア ラ ボ ス 液 剤 を散布 した後 、播種 翌 日に土 壌処 理 剤 （ベ ン チ オカ
ーブ ・

ペ ン デ ィ メ タ リ ン ・リ ニ ュ ロ ン ） を散 布 し た区の 残 草率は 無処 理 区 対比 で 乾 物重 が

　1％ 、本数 が 3％ で あ っ た 。 播種 翌 日の ビ ア ラボ ス 液剤 と土壌処 理 剤と の 混用処理 で は 、

　タカサブ ロ ウの 残 草 が多 く 、 乾物重で 33％ 、本数 で 50％ の 残 草率で あ っ た
。 大豆 は

　無処理 区で 苗立 ち本数 が少 な く、主茎長 が短 くな っ た が 、 1 本当 た り莢数が増加 し て

　  当た り莢数 に差は なか っ た 。 収量及 び 品質 は処理 に よ る 差は み られ なか っ た （表 1 ）。

　以上 よ り、浅耕密播栽培にお い て 非選 択性 除草剤 ビ ア ラ ボ ス の 播種前処 理 と播種後 の

　土壌処 理剤 と の 体系 処 理 が有効で ある 。

5 ）麦わ ら処 理

　　出芽数は、麦わ ら搬 出区 と麦 わら標 準量 区で   当た り 25 本以 上あ っ た が 、麦 わ ら

　 2 倍量 区で は 19 本 に減少 した。 これ は 、浅耕播種 で は播種 時の 耕深 が浅い た め 、多

　量 の 麦 わ らに よ り播種溝 の 作成 と 、 覆 土が十分で きなか っ た た め で あ っ た 。 生育は 、

　麦わ ら量 に よる有意差 はみ られ なか っ た 。 収 量 は 、試験 区間で の 有意差 はみ られ な か

　っ たが 、麦わ ら 2 倍 量区 で やや低い 傾向 で あ っ た （表 2 ）。以 上 よ り、浅耕播種 の 場

　合、出芽を良好 にす るに は 、麦収穫後、圃場の 四 隅等 の 麦 わ らが 多い 所で は均一
に 分

　散 させ る必 要 が あ る 。

6 ）栽培実証

　　播種時 の 砕土率 は 、 密播栽培が約 61％ 、慣 行栽培が約 91％ で あ っ た。両 区で 主茎

　長 ・最下 着莢高に有意差は み られ なか っ た。密播栽培の 分枝数 と 1 本 当た り莢数 は少

　ない が 、   当た り莢数は慣行栽培 と同等で あ っ た 。 倒伏は 密播栽培 で や や 多くな っ た 。

　平成 16 年度は台風の 影響 に よ り収量 レ ベ ル は低 く、小粒傾向 とな っ た 。 密播栽培の
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全刈 り収量は 224kg 〆10a で 、慣 行栽 培 と差は な か っ た 。 百 粒重 、 粗蛋 白含有率 、 検査

等級 も 1 等で 差 はな か っ た 。 汚損粒 の 発生は 、い ずれ の 区 もみ られ なか っ た （表 3 ）。

密播栽培 の 圃場内作業時間 は 、 耕起及 び 中耕培土 を省略す る こ とに よ り短 くな り 、 慣

行栽培対比 59％ とな っ た 。

3 ．残 された 問題 点 と今 後の 課題

　梅雨明 け後 の 浅耕密播 は 、表層土 の 乾燥が進 みや す く 、 ま た 、麦収穫時の コ ン バ イン に

よ る轍上 は覆 土不足 とな り、出芽不 良の 発 生が懸念 され る。播種時の 土壌 水分や 土壌表 面

の 凹 凸 に よ り耕深 を調 節す る必 要が あ る 。

　播種前 の 非選 択性 除草剤や播種直後士壌処理 除草剤 は 、薬害面 か ら周 辺 作物 へ の 飛散防

止 が 重要で あ り、作付 けの 団地化が望まれ る 。

　本 県の 大豆奨励品種 タ マ ホ マ レ 、 フ ク ユ タ カ ともに 浅耕 密播 栽培に利用 で き るが 、 コ ン

バ イ ン 収穫で は 、タ マ ホ マ レ が 莢先 熟に よる品質の 低下 、フ ク ユ タカ は倒伏 に弱 く収 穫 ロ

ス の 発 生 が懸 念 され る 。 密 播栽 培で
一

層安 定 した 収量 ・品質を 得る た め に は 、短 茎 ・良質

品種 の 選 定が 必 要 で あ る 。
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表1 浅耕密播栽培 に おけるビア ラホ ス の 除草効果及び大豆 の 生 育・収量 ・
品質（H16）

ビ ア ラ’・ス ヘ ンチ　ー
フ
・ヘ ン　　　 同 同 1m

ディメタリン・リニュロン 重量 比 率 本数 比 率 長　 莢数 重 比 率

処理 時期 処 理 時期　　（gノ  ） （％） （本ノ  ） （％） 体 ／  ） （cm ）（個／本 ）（個／  ） （kg／a） （穐）

播種前18日 播種 翌 日　　　1ゆ 　　1　 α6331 ．5　　86　 　41．6130822 ．2105

播種 翌 日 播 種 翌 日　 　 563 　 33　 8．35028 ．9　　86　 45．4131520 ．597

無処理 播種 翌 日　　171．1　迎 　 168 熈 26．9　　76　　49．1130021 ．1 迦

｝ ）品種 ：フクユ タカ、播種期 ：7月2 日、 草調 査 日 ：10月18日

雑 草 重 量 は 乾物 重

表 2 浅耕密播栽培 に おける麦わ ら処 理 と生育・収 量 （H16）

墨
麦わ ら量

  当 た り 主茎長

本数

　（本〕　 （cm ）

主茎　　分枝　倒伏 子実 重

節数　　 数　 程度

　　　　 （本）　　　　 （ ／a）

百粒重

（

搬出　 　 28．8a 　 80

標準　　 25．6ab 　 77

2倍 量　 　19．Ob 　 86

a 　　15．5　ab 　　2．8　a 　　 4　　　21．2

a 　　15，1　b　　　3．6　a 　　 4　　　20．5

a　　16．7　a　　　2．6　a 　　 4　　　16，6

a 　 26．8a
e　 27．5　a

a　 27，5　a

注）品種 ：フ クユ タカ、播種期 ：7 月 1 日、倒伏 は無（0）一甚（5）

　 子実重 及 び百粒重は、粒径7．3mm 以上

　 前作裸麦 の 収 量 は 350kg／10a

照 伏

度

−

程

ラ （） ／本（

冒
　 に おける生 　

・収 i ・囗

　 H16 ）

　 　下

着 莢高 　　節 數　　 数

（  ）　　　　 　　 （ ）

莢所

而／個

　

ラ

本

数

体

1

莢

凅

　刈　　　　　百　　　　蛋 白

収量 　　等級 　重　　 含有串

　10a　　　　 （　　 　 （％）

　 　 305 　s　　3．8　　　85　a 　　　12．3　a 　　t66 　a　　46　b　　498　b　　　1538　a 　　　224−
　 13Sb 　32 　 77a 　 95a 　172a 　64a 　992a 　1374a 　 221

注）品種 フ クユ タカ、　 種 期 7 月2 日 、収量 は 73mm 以 上 の 中 粒

280a 　 440　e

275 　a　　427　a
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